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廻事事燈焼成法に依るア Jレ tナの製造研究(第I報)

昭和 23年 (1948)2月初日受理 山 口 太 郎*

Taro Yamaguchi:!~: Studies on the production of Alumina by the Sintering 

Process in the Rotary Kiln (1) From the investigations in this report， it is be崎

1ieved that the following conclusions are indicated; 

1) This process， sometimes called “the Soda-Lime Processぺisobviously de-
sirable for the high si1ica aluminous ciays. 

2) Most favourable mixing ratio of lime and soda as follows; 

i) Add 1 mol of soda for each moi of iron oxide and 0.7--0.8 mol for each 

mol of alumina. 

ii) Add 1e回 than1 mo1 of lime for each mol silica when the silica-alumina 

ratio in the ore is 1ess than 0.4--0.5， and 1.5 --2.0 mols when exceeds 0.4 

--0.5. 

:3) 80， when more silicious ores used， more di-~alciumsilicate will be formed in 

the clinkers. 

4) Di-calciumsilicate decomposes gradually in the sodium-aluminate solution 

and caUSes undermentioned unfavourable phenomenol1s; 

i) A substantial part of almina and soda once dissolved are reprecipitated 

again as illSoluble salt'3 in leaching procedure. 

ii) The red mud， sometimes， so much swells to make it impossible to sepa-

rate the leached solution from the residue. 

5) It is essential， therefore， in selecting ore even for this pto目指 tolimit the 

silica to as low a figure as circumstances warrant and 1 believe that the 

ores having silica-alumina ratio less than 0.4--0.5 will be used safely. 
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緒言

曹達:及び石友を配合し宇熔融欣態に焼成して粘土中のアルミナを溶出せんとする工夫は

*慶慮義塾大串教授; Prof. of Keiogijuku University. 
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2 慶慮義塾大事工事部研究報告 1411巻第 1撹

践に極めて古< 1880年 Muller氏に依って特許が出願され，共の後 Packard，Gerber. 

H. Specketer， Cowles及びTreadwell氏竿に依って研究が行われに。ヌド邦に於ては1936

年頃先す・東大永井教授が猿土質粘土に就て本格的研究に着手され，共の後各方面に於て各

種の原料に就き，民範な検討が行われに。而して 1941--1942年に初めて禁土頁岩を原科

として 1，2の工場で工業的生産が開始されに。

然し共の結果は主として二つの犬きな技術的困難，印も溶出時に於けるアノレミナ及びソ

ーダの顕著な戻り及ぴ溶出残澄の膨i関現象の?こめに強想外の不成績であっi:。

依って著者は此ο原因並びに共の反JJl!i機構の解明に重黙を置いて本庭玉虫訟の主要な項目

に就いて徐討を行つに。

第 1章石灰及び富建の配合割合及び焼成湿度

アルミナ質原料に曹建及び石友を配合し，牛熔融の欣態に焼成し，止とからアノレミナを溶

出せんとする所謂“ソーダ石次法"に方さては，パイヤー法で底辺国維な硬質ボ{キサイト

乃至は珪般質アノレミナ原料が主として，取扱われる事は勿論であるが，此等原鎖中の珪酸

及び酸化銭含有量的も SiO:dAl...Os及び Fe... Os/Al .. .osがどの程度のものにまで本法が技
術的に、適用出来るか，或は又原鑓中のアノレミナ及び珪酸の形態並びに安定住が如何に影響

するか等に就ては未だ充分な系統的研究が行われて居ない。原鍍に封する曹達及び石友の

配合割合は専ら原鎖中の珪酸，アルミナ及び酸化銭合量に支配される事は勿論で，本庭理

法に闘する従来の文献も此の分野に関するものが大部分である。然し何れも特定の鏡石を

捧んで本鍛石に封する曹達及び石友の配合割合を決定する丈けで鏡石中の SiO... /Alゅ03 比

及び Fe'，!.O)Al'，!.03比の餐化に伴う配合割合の愛化を遺跡しにものが無い。

依て著者は此の駄の解明に重貼を置き多数の質験を行い，然る後反縛して各種品質の鏡

石に封する曹達及び石次の配合割合規準を何蕗にお〈べきかを論議した。

第 1筒原鍍中のアルミナに就いて

~ 1. 原料及び賓験操作

本試験に供し?こ試料は第1表に示す桟こなもθで原鏡石としては珪酸 16.54%，アノレミナ

51.84%の様な比較的良好な禁土頁岩と珪酸 28.20J~， アノレミナ 47.05% の様Jな貧銭と

を樫んだ。

此等原鏡を 2500孔飾全通程度に粉砕し1:後所定の害IJ合に配合し，少量の水を加へてよ

Name lkf iIghssl Si02 1 Ab03 I Ti02 1 F仙 |ωr-MgO-T-N;~O 
Alu:minous 

Shale 

Lime Stone I L 43.16 I 0.66 I 0.16 0.27 I 54.90 I 0.32 

。ω~I--s-一円-IO-m\ 0.02 円五日;石弓;F
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廻韓燈焼成法に依るアルミナの建都究製f ;8 

〈混担し控 5--10mm 程度に製粒乾燥し?こ後白金皿に取って白金電気燈で 1350~C 内外
に焼成しに。焼成物は 2500孔街全逓程度に粉砕しアJレカ P溶液で庭理し?こ。

i容日i傑{牛は三えの如〈である。

i容!司温度・・・・・・・・・・・・800C

i容出時間...・H ・-…・10分

溶出液量....・H ・-…焼塊 100g に封して 500cc

i容肉用原液組成….........爆塊中のアJレミナ及びソ{ダを総て洛出されるものと仮定し

i容出液中の[Na20]J[ AL203]~之=1.7 になる様に焼成物毎に溶出用原液中の T.

N丸O を調節し且つ炭酸ソーダ量は苛性化能力(焼成物の〉を測定し共の

1.2倍量を使用し?こ。此庭に苛性化能力とは1瓦の焼成物で苛性化し得る(慮

迎時間 30分庭理温度約 90度〉茨酸ソ{ダ量である。

溶出修了後は直もに鴻過して漉液中のアノレミナを定量しアノレミナ溶出率を算出し?こ。

~ 2. ソーダ配合割合とアルミナ溶出率

原鎖中の酸化銭に封して石友を1.5モノレ，珪酸に釣しでは1.5モノレ又は 2.0モルを配

合し繋土分に泊するソーダの配合割合を種々餐化させてアノレミナ溶出翠を測定し?こ。而し

てソーダの配合割合が少〈

[Na20J/[ALゅ03]く1 の場

合にはソーダ分に相営する

以外の聖書士分に封しでは石

友を1.5モノレ加え?こ。

各種配合焼成物のアルミ

ナ溶出率とソーダ配合量と

の関係を園示すると第1国

の如〈である。

第 1聞から明らかな様に

ソ{グの配合割合を培す程

アルミナの務出率は向上す

るが [Na.~O]/[AL903] 比を

Blに方さでは 0.9，B2 に方さ

700 

A
U
 

n
J
 

匂

S
省
主
M

向。

且I

50b 
/.2 l3 

[Na20JJ[AI!i.03J (moI ratio) 

Fig. 1. Effect of mixing ratio of 
soda for alumina. 

ては 0.75以上にしてもア

ルミナ溶出率は殆んど増大しない。 Blと B2とで最大溶出率に遥-する [Na20]/[ AL20S] 

よヒが異る理由に就ては後述する。

第 2節原鎮中の珪酸分に就いて

~ 1.原料

珪酸以外の成分とアルミナとの割合が一定で Si02/AL203比丈けが異つに各種の原鍵を

見出す事は困難なのでバラオ産低品位ボーキサイトを使用し，之に無水珪酸〈武田化事設純

楽).を趨営量配合しSi02/AL20S比を異にし?こ種々の原料を作製し之を原鏡として用いに。

* [ ]/[ ] {:.i:総て毛ル比を表わす。
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4 慶慮義塾大事工事部研究報告第 1巷第 1掠

本試験に供し?ごパラオ産低品位ボーキサイトの化運き成分は第2表の如〈である。

Table 2. Chemical analysis of bauxite produced in Parao. 

。一
6

L
一
石一M

g
一

偽 IA協 r Fe20a I Ti02 

768 41.28 23ωI 1.25 I 

aO I MgO同可 ω
悶!悶 I 0.32 Iω.17 

配合に伎用し?こ石友及びソーダ次は第1箇で使用しにものと同様で共の化皐成分は第 1

表に呈示しである。

図に本試験に供しに調製原料。 Si02/AI203比は之を 0.19から 2.30の範固に愛イじさ

せTこ。

~ 2. 石友ο配合割合及び原鏡中の Si02/A1203比が焼成、温実に及ぼす影響

前項ο様にして作製し?こ各種の原銭に就いて第 1節第 1項で述べ?こと同様。操作で弐

の規準に従つで配合を行い釘合原料を作製し1:。

t!Pも[Na2u]/[ A12u3]=I， [N a20]/[Fe20g]=0.5に一定し [CaO]j[SiO]比を 1ム1.5及

び 2.0に愛更し?こ。

各調合原料は之を 11500C，12000C及ぴ 12500C に焼成し共の焼成紙態を観察しに。

焼成物中の賓際ο[CaO]/[SiO:，J比及ぴ Si02/A120s比と観察きれに焼成欣態を示すと

第 8表の如〈である。

Table 3. Effect of mixing ratio of Iime and Si02/ Al立0:1ratio in the ore upon 

the appearance of the clink.er. 

in clinker Appearance of the clinker founl 

LISCia同O1「1iI8I1亙04J 11500C 1200"C 12500C 

一司

CO-1'O 0.93 0.19 sintered slightly I sintered ha吋 sintered hard 

Cl-1'O 0.95 0.39 F F F 

C2-1'0 0.96 0.50 sintered hard E F 

C3-1・0 0.97 0.61 F melt melt 

C4-1・0 0.95 0.79 melt F F 

Ca-1・0 0.97 1.15 F F ' 
C6-1・0 1.02 1.67 F F ， 
C7-1・0 1.02 2.26 ， ， ， 
一，
CO-1・5 一 一 一 一 一
C1-1・5 一 一 一 一 一
C2-1・5 1.35 0.46 sintered slightly sintered hard melt 

C事-1・5 1.40 0.52 ， F ， 
C4-1ゐ5 1.55 0.71 ， ， ， 
Ca-1・5 1.62 0.93 F ， ， 
C6-1・5 1.84 1.49 F F F 

0;-1屯 1.71 1.77 ， ， 

く4) 



忌廻韓盤焼成法に依るアルミナの製造研究 t
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上表の結果から次の事貰を認める事が出来る。

(i) [CaOJ/[SiO)=l v様に石友配合量の少い場合には Si01dA1203比の増大と共に念

激に熔融し易〈なる。従つでa境成湿寅範園が狭し賢際焼成操作上種々の困難を伴うであ

ろう。此の程度の石次

配合量で業〈に焼成を

行い得る原鈴は Si02/

A120雪上ヒヵ:0.40，....，0.50 

以下の比較的良好な原

鎌に限られる様であ

る。

(ii) [CaO]j[SiO 3J= 

2の様な多量の石友を

配合し1:場合には焼成

wと態に及ぼす原鎮の
Si02/A120τ比の影響

は殆んど認めちれな
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Fig.2. 

40 
題。
20 
2/0 

1ハo

(iii) [CaO ]j[Si 0 2J 

比が 1と2との間の

L5附近:二ある場合に

方さては Si02jA1203上t

の影響は (i)の場合に

比べ多少緩和;きれるが

焼成温度範園を 100
0

C以上にする子ごめには

SiOl!jAl...0:>上じを 0.4以

下にする必要がある様

である。

(i.v) 之を要するに

焼成紙態のみの観賠か

ら見ると SiO... /AI2Ug 

比の小さい良好な鏡石



は石友の配合割合を相常に康範に変化させる事が出来るが Si02jA120s比が 0.40--0.50以

上の原鎖を使用する場合に於ては [CaO]j[SiO]=2程度にしないと賓際問題として焼成が

相蛍困難になるであろう。

~ 3. 石友の配合割合，原鎖中の Si02jA1203比及び焼成温度が溶出率に及ぼす影響

前項で焼成朕態を観察し?こ各焼成物を 2500孔飾全過程度に粉砕しアルカリ溶液で庭理

し直もに鴻過して潟、液から珪酸及びアルミナθ溶白萱を定量し浅澄は全量を盤酸に溶解し

て不溶性ソ{グ量を測定し?こ。 i容出操作及び傑{牛は第 1 節~ 1参照。 i慮液中の珪酸の定

量は:i@~運素酸法に依り残澄中のソ{ダは錯酸ウラン法に依って分析しに。

猶お前項呈示。様に或る種配合のものは焼成中に完全に熔融したが，此の種。焼成物に

就ては溶出試験を行わなかっ?こ。

90 l 
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各焼成物οi容出試験

結果を国示すると第2

園及び第3国の如くで

ある。因に

(i) 第 2園は石友

の各配合害u合毎に焼成
温度の影響を国示しに

ものであり。

(ii) 第 3園は各焼

成温度加に石友配合割

合の結果を一括園示し

にものである。

先す・第2固から明ら

かなネ葉に 1150--12500

Cv範固に於いては焼

成温度の溶出率に及

ぼす影響ば極めて僅か

である。!3Pも第2国共

のIから [CaOJj[SiO，，]

=1の場合には温度の

影響は金〈認められな

いO 然し[CaO]J[SiOzJ

=1.5及び 2.0の場合

には其の 2及ぴ 3か

ら明かな様に焼成温度

の上昇と共に溶出率は

多少増大0傾向を示し

て居る。殊にソーダ溶

出率に於いて而も貧鏡

D場合に共の傾向が



廻韓燈焼成法に依るアルミナの製造研究 7 

柏 E著しい0

2えに第 3 闘に就いて見ると [CaO]J[Si02]=1.0の配合割合に於ては S"iO2!Al;;O3が

0.40--0.50以上に増大すると念激にアルミナ及びソーダの溶出率が低下するが，之に反し

て石炭配合量の大きい場合却も [CaO]江SiOi!]= 2のときには SiO:t/A12u3比の影響は著し

〈減少し [CaO]j[Si02]=1.5の場合に於いては雨者の中間に位する。印も Si02jA1203比

が 0.40-0.50よりも小さい原鎖を使用する場合には石友の配合量は飴り問題にならない

が，本北方:0.40-0.50以上の貧鎖におしては石友の配合割合に多大の関心を梯う必要が

あり，本比の大きなものに釣しては [CaO]j[Si02]=2附近にする事が溶出塁手を向上させる

に必要な事を認め得る。

~ 4.結論

原鎖中の珪酸に封して幾何の石友を加うべきかは以上の質験が示す様に専ら原鎖中の

Si02jAl詰03比に依って支配きれる。 gpも Si02/A120g比が 0.40-0.50以下の比較的珪酸

含有量の少い原鋲に封しでは [CaO]j[SiO]=1程度に石友を配合すれぽソ{ダ及びアルミ

ナ溶出率は充分に良好で而も焼結温度範閣も庚いが，之に反して上記比が 0.50以上の貧

鎖になるに従い石友の配合量を増加1しなげれぽ急:激に溶tH翠は低下し，焼結温度範圏も狭

〈なり僅かの温度受化に依つでも或は経焼け或は熔融等の面倒が起り勝もである。

石次配合割合を高<[CaO]/[Si02]=2程度にすれば原鎮の貧富に関係なく焼結温度範園

も庚〈溶;担率も又良好で、ある。印もS102/A120:;=1.8の様な換言すれば A12033SiOゅの様

なカオリナイトより更に高珪酸質のものでも配合石次量を高める事に依って震験室的i容出

率はアノレミナ及ぴソーグ共に 81-83%で可成りに良好な結果を牧め得る。然し一方溶出

残E査のf[が多量になる許りでな〈後述の様な悪影響(第 4章第 2節及び第8節参照〉を
招来するから原鎖中οSi02/AI20g 上ヒにJJbJ.l:'て出来る丈け石友の配合割合は減少しなけれ

ばならない。

又前項で述ペ?こ様に焼成温度は 1100--12500Cの範園に於ては溶由率に飴り大きい影響

を及ぼさない。換言すれぽi容出率のみの観貼からすれば焼成温度範園は相営に賢い。従っ
て焼成温度範園は主として焼け易すさ邸も焼結温度範固から検討する事が出来る。

第 3節原鍍中の酸化銭に就いて

~ 1.原料

第 4表呈示の成分を持つ?こ懇土質岩に封し純薬酸化銭(小島化事製)を種々の割合に

配合し酸化銭含量が 18%，23%， 28%及ぴ 33%の四種。原鏡を作製しに。配合に使

用し?こ石友石及びソーダ Table 4. Chemical analysis of aluminous shale. 

友は第1節で使用し?こも

のと同様であるo

容2. 石友の配合割合

とi容出率との関係

Ig. L州的2I A協 IF仙 ITi02 I CaO I MgO 
2・74 I 18.24 I 52・91I附 1 1.67 r 附 |ω

自己合割合の影響を顕著に見る?こめに特に酸化銭含量 33%の原鎖を捧ぴ原鎖中θアルミ

ナに撃すしてソーダを 1モル，珪酸に封して石友を1.5モル配合し，酸化銭に封しては

(CaO}/[Fe20g]比を 0，1.0，及ぴ 2.0に受化させ，共の各 tを1100
oC，1200oC，に焼成し?こ。

焼成物ば 2500孔飾全通程度に粉砕し，以下前節と同様の保件及び操作で溶出を行ったo

j容出率。測定は溶出残透。分析結果gpも燐塊と主義澄との Ali!03/Fe'tC3比及び Na20/Fe宮09

く7)
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土kο愛イむから算出した。

震験。結果を縦軸にアノレミナ

及びソーダ溶出率，横軸に石友

と酸化銭との配合割合~p も C}F

を取って間示すると第4国のま口

〈なる。

第4園から明らかな様にアル

ミナ及びソーダの溶出率は酸化

銭1モJレに封し石友1モノレ迄J土

1.0 石友心配合量の増加と共に急:政

に増大して居るが此以上の石友

を配合しでも溶均卒の士宮:fJllば極

~ 3. 原鎖中ο酸化銭含有量がi容出卒iこ及Jます影響

前項iこ於ては酸化銭におする堕基a性配合剤として石友を捧ぴ共の配合割合を検討した

が，然し石友0代りにソーダを配合跨nとして揮ぷ事も考へ得る筈でゐる。本項に於ては各 E

C場合に就き酸化銭合量を具にする原鎖を用いて溶出率に及{ます酸化銭の影響を検した。

( i ) 酸化銭に封する配合剤として石友を用うる場合

配合割合は [Na2つ]/[A12つ3]=1，[CaO]J[Sf02J=1.5， [CaO]/[Fe~03]=1 とし既迷と同様
の保件操作で配合及び焼戒を行つに口焼成混交は 1050

0
C，1100

0
C及び 12000C とした。

焼塊中の酸化銭合室を Fω03/A1ρ3(FjA)比で表示し此を横軸に， ~.容出率を縦抽に取

って，試験結果を図示すると第5因。如〈である。

同 1

ロ 1

"8 JODト ゆ
ロ 1
【勺 I - d !f ~ 
司230ト
己認 ! 0 1050と
ω』コ! x !/OO.C 
~X 80ト。ωi A 1200C 
仏 l

初I

33mト
判~ 1. 鮎』ιι

豆t::i- 901- ・._か---od.......___
話~ I o 1050;; ー が一ーー-一番
山 80ト x1/00 'e 
I A 1200む

'1.ηtp  

ドVO Ql 0.2 0.3 0.4 9.5 0.6 0.7 O.ιQ9 1.0 
Fe203/ AI203 Ratio 

Fig. 5. Effιct of iron oxide content in the ore. 
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Fig. 4. Effect of mixing ratio of Hme 
for il'on oxide. 

めて僅かで・ある。

第5固から明らかな絞に酸化

銭の増加と共にアノレミナi容出卒

は低下し共ο量は F/Aが 0.2 

から 0.8迄増加する場合溶出卒

の低下ば 7--8%である。

ソーダi容ili卒に及Jます酸化鍛

合量ο影響は比較的小さ ¥FjA 

が 0.2から 0.8まで増加しで

も 2--3%低下するにすぎな

し、。
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ダ
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の

ソ
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、，J

ぜ
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代

の

は凡で(i )の場合と同様にして試験を行つに。

試験結果は第 6園の如〈である。

第 6固から明かな様に酸化銭。溶l:I1翠に及ぼす影響は石友を配合拷nとして使用し?こ場

( 8 ) 
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合と略 t同様でアJレミナi容lil率
わ酸化銭の増加と共に減少する 3 
が共の減り方は石友ο場合より
も少¥Fjム上じが O.Jから 0.8 

に増しでも僅かに 1，._2%低下 吉~ 

するにすぎない。

ω 《同釘o ω SJν 第5固と第6闘とを比較する

とソーダi容出率は石友配合の場
合の方が 4--5%高い。アルミ

官H 4ω E M ω J ナ溶出率に就ては石友配合の場

合の方が酸化銭含量の少い分野

に於ては柏:高いが多い分野に

-a 5Cロ 90 於ては却って低い。 illPも石友配

合の場合は酸化銭合堂。増加に

依るi容出卒の低下が著しい。
叫白m 呈ζ gg g t 

第 4節配合劉色規準の

決定
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Fig. 6. Effect of iron oxide content in the ore. 
~ 1 曹達及び石友ο分配
第 1笥から第 3節に亘る諸寅j験に於いて著者は従来。配合方式に従って原鎖中の珪酸

及び.酸化銭におしては石友を，アルミナにおしてはソーグ及ぴ石友を配合し?こが，此の事

はアルミナ焼塊中に生成されるが化合物が，アルミン政石友，銭酸石友及び主主i政石友であ

ろうと云う事を一応前提として居る。然し此の前提が正蛍であるか， どうかは茜だ疑問で

ある。内野正夫氏(軽金属時代，昭15，108披〉は Na20-CaO-A1l!Og-Si02系D反窓に就

て基礎的研究を行いアノレミナの 60%以上をアノレミン政ソ{ダとし浅徐οアノレミナば主と

して 5:3塁手土政石友 (5Ca03A120g)とし，珪酸は珪酸二石友堕 (2CaOSi02)になるJ践に

配合を行うとき良好なアノレミナ溶出率ぷ符ーられ而して更に酸化銭。存在するときは，此に

釘して如何になすべきか論断し難いと述べて居る。

著者はアルミナ燦塊中に生成を議想、される勢、士宮支石友，珪ー故石友，及び銭酸石茨等の各

種石友盤に依る炭酸ソ{ダ溶液o苛性化曲線を求め，之と各種焼塊に依る苛性化曲線とを

比較封照して直接に生成石友盟0種類及び量の検討を試めに。共の結果石次配合萱の少〈

ない場合には主として低堕基.gtlà~土酸石次と，珪酸一石友堕 (CaOSi02)，石友配合量の比

較的多い場合には低堕基性紫土酸石友堕，珪酸一石友盟及二石友盤。存在を確認し，更に

酸化鎖はソーダ慰として存在する事を確め得?こ(第 6章第 1節参照)。

従て原鎖に加えられ?こソーダ及ぴ石友が原鎖中の珪酸，アルミナ及び酸化銭に分配され

る具合は三えの如〈であろう。

(i) ソーダは先宇酸化銭と結合し浅徐はアルミナと結合する。

( ii) 石友は珪酸と凌徐アノレミナ(ソーダと結合しきれぬ〉との量的割合に従って種々

に分配される。 ~p も CaOSiOl!' 2CaOSi02• 3Ca05Al)!Og， CaOAL，Og及び 5Ca03Al包Os

が種々の割合に生成される。

~ 2. 新しい分配様式に準捺した資験結果。再検討

く9) 
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本章の第 1fgfjから第 3節に亘って掲げに質験結果を紋上の様な角度から夏めて検討し

て見る。 QPも調合原料の配合割合又は各焼塊の成分かち次の 2つの係教を求め此等係数と

アノレミナ及びソーダ溶見容との関係を求めて見る。 gpも

AN/A......・H ・..ANば銭と化合し?こ残飴;つソーダと結合するアノレミナ宝

A は全アルミナ量

[C]j[ArJ+ [S]…[C]は金石友査をモルで表わしに数値

[8]ば全珪酸去をモノレで表わしに数値

[Ar]はソ{ダと化合しきれぬ残徐アノレミナをモルで表わしに数値

扱て第 1笥 S2の第 1国結果を上拐σ新しい係、教がち批判して見ると第 5表の如〈
になる。

Table 5・ Relationbetween a proportion of raw-mixEs and percentage 

aIumina and soda ex廿acted.
園開

Porxoipdoers tiion ns of the various Ore used the raw mixes. Pεl~Cel1tage extraction 

問|孟:ヶ|Fe20~ I[FN伝a百ρ五II An AhO~ 
AbO~ A 

1.0 0.28 1.33 62.6 一
1.0 0.49 1.30 75.2 一
1.0 0.56 1.28 84.4 一

Bt 0.32 0.25 1.0 0.77 1.22 94.0 一
1.0 0.82 1.20 92.7 一
1.0 0.86 1.54 94.1 一
1.0 1.00 1.54 94.4 一
1.0 0.30 1.52 61.0 

1.0 0.44 1.50 66.0 一
B2 0.60 0.18 1.0 0.54 1.50 85.0 一

1.0 0.67 1.50 90.0 一
1.0 0.82 1.50 92.0 一
1.0 0.97 1.63 90.0 一

一一

n
U

ハ
U

円

。

勾

J

志
ぢ
国
お
MZω
£
EEω
..j..J 
g 
Zレ
ω 
』
Q) ，内円

A4 νUd 

90 
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Fig. 7. Effect of mixing ratio of soda. 

く10)

上表結果を周示すると第7園

の京日〈になる。

第 5表及び第 7固から明ら

かな様にAN/Aとアノレミナ溶出

率との関係は第1園に於ける場

合に比較し，て Bl及び B2曲線

が非常に類似接近して来て居

る。 gpも Bl及び B2の何れの

場合にも AN/A比が 0.70附近

で溶出率は略 E最高値に達して

居る。換言すれば酸化鍛に封し

てソーダを考慮すれぽ原銭の品

質とは無関係にアルミナ0..)1モ
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ノレに封してソーダを大約 0.7モル加えれぽ充分で・ある事を示して居る。

次に第 2 節~ 2の第 2国又は第 8園の結果:こ就いて新係数を算出して見ると各焼成

物の ANjA比は 0.8--1.0 となるからソーダの配合割合は越正と見る事が出来る。従てア

ノレミナ及びソーダの溶出率は石次の配合量~p も [C]/[AB]+[S] に支配さるべきで隠者の関

係は第 2節ο[CaO]/[SiO)!J比と溶出率との関係を共ο億適用出来る。

ラたじ第 3 節~ 2の第 4園の結果を新配合係数から見るとヨたの様になる。

Table 6. Relation between the propurtions of raw mixes and percentage 
alumina and soda extracted. 

C9 -1200 

C1o-1200 

Cll-1200 

Clinl:er found 

0.39 

0.37 

0.37 

Fe203 
ー瓦1;0-;

0.77 

0.77 

0.79 

?roportfonsoff瓦eva玩6瓦s-------Perceetage
uxides in the raw mixes. extraction 

_[~J一|企~ 11主日旦 1Alumina I Soda [FJ A I [CJ I ------------I 

1.0 0.56 0.80 7.65 83.5 

v I 0.50 1.21 84.9 93，3 

!/ 0.56 1.78 85.2 94.7 

本群の焼成物は玩速の様に [CaO]/[SiO!!]= 1ム [Na)!O]/[A1l!03]=1.0に一定し [CaO]j

[Fe:ps]を愛イじさせにものでゐるが新配合係数から見ると第 6表が示す様に CO-1l!OO 焼

成物の如きは明らかに石次配合量の不足を物語り溶出率不良の一因は此庭にゐると息われ

る。又全般を通じて溶出寧が低調であるが此は上表から明かな様に AN/A比が低< 0.50 

--0・56であるにめであろう。

三えに第 3 節~ 3のM'c5図及び負'}6国結果を夫々新配合係数に基いて書き直すと第 7

表及ぴ第 8表。如〈になる。

Table 7. Relation between the proportions of raw mixEs and percentage 
alumina and soda extracted. 

Ref. N0. Ci ! I地A日世1120Ef2houndl l FAe1a433 i 1|1 E[NFF-a王-心伝向id記1e而s1l In 由tbAbhe f the lI Rv町』ムIiC1o下]田[S] 

C.cr-1050 0.33 0.25 1.0 0.77 1.2;9 

C1:rl050 0.34 0.35 F 0.76 1.32 

C14-1050 0.35 0.48 F 0.65 1.24 

C1:;-1050 0.36 0.61 F 0.56 1.19 

C16-1050 0.37 0.82 F 0.82 1.12 
」一

P白Ce玩語盃
ex廿action

AI 

94.4 

92.8 

89.9 

86.8 

94.1 

Na20 

97.1 

97.8 

93.2 

92.1 

94.1 

Table 8. Relation between the proportions of raw mixe，s and percentage 
alumina and soda extracted. 

Clinke:r found FO而Xl両de日s面m百五th一oef the various 
山Pex世t田aCnHtlaognM e raw mlxes. 

。I1i仙ZlE凶Z 思議~I 主Ld商
C17-1050 0.35 0.27 1.0 1.0 1.30 

C1s-I050 0.34 0.36 E F 1.32 92.6 : 93.7 

C1lr1050 0.36 0.48 F F 1.27 90.9 92.5 

Cl!O-1050 0.37 0.62 F ， 1.24 91.4 93.1 

C21-1050 0.35 0.80 ， ， 1.30 91.1 93.9 

く11)
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第 8表に封臆する第 5園結果は配合割合を [Na..O[/[A1203]= 1.0， [CaOJj[SiO..J=lム

[CaOJ/[Fe203]=1.5に一定にして酸化銭含査がアルミナ溶出率に及ぼす影響を見?こもので

ゐるが新配合係数から之を見ると第 8表が示す様に酸化銭合量の増加gpも Fe203jA1203 

土ヒの増大と共にAN/A比が著しく減少し，之に伴ってアルミナi創刊率も可成り低下して居
る。印も第 3 節~ 3では原鎖中の酸化銭含量の・増大と共にアノレミナi容出率は低下する傾

向があると述べ?こが新配合係数から検討すると第8去が示す様にアルミナ溶出率の低下は

酸化銭合量の増加のためではなく寧ろ配合の趨lEを快会ソ{ダ配合査の過少のために招来

されにと見る事が出来る。故に更にソ{ダの配合量を増大すればアノレミナの溶出率は培え

すべきで此の推測は第 9去の C21-1仰焼成物の溶出成援が兵〈之を裏付けて居る。

M~ 9表焼成物は酸化銭にきすしてソーグ 1をモノレ配合したものであるから新奮配合係裁

の値に婆化が起らない。本去から明かな裁に名、焼成物の配合係数は略 t同一である。従っ

て酸化鍛合量が大幅に嬰化しでもソーダ及びアノレミナ溶出率には殆んど影響が無い。換言

すれ!;f原鎖中の酸化銭。量はソーダ及び石次の配合萱をj直営にすればi容出率に悪影響は殆

んどない。唯だ本群焼成物のソーダi容Hi率が他群焼成物に比べて全般的に 2--3%.低い専
は注目すべき現象である。

以上之を要するにソーダ及び石友配合査の規準は [N]j[FJ=l.O，ANjA=O.7 --0.9とし，

原鎖中の SiO"jAl 20:3比に庭、じて [C)j[AIl]+[SJ上とを1.0--2.0の問で愛化させる。f3pも

Si02jAI20:; よとが 0.40 乃至 0.50 以下の阪鎖に封しては本モル比を1.0 内外にし SiO~/

~t\ I203 比の増大と共に之を次第にま脅して行くべきであろう。

表面培養に於げるべニレリン産生菌株

及び培地組成に闘する知見

昭和 23年 (1948)2月 27日受理 梅

須

津

網

純

哲

夫*

夫**

Sumio Umezawa* and Tetsuo SuaIìli~:>!<: Comparison of Penidllin-producing 

StraillS and Effects of Culture Nutrients in Surface Culture. Three strains were 

tested for penicillin-production. Q 176 (Wisconsin) which was found to be exceptional-

1y good penicillin-producer in submerged cultare 111 America and orrered to our 

country owing to the good offices of America， produced best yield also in surface 

C'Luture， when grown in a synthetic medium. The good e首ectsof phenylacetic acid 

on penicillin-production and yield at every stages in the extraction by carbon 

process were also examined. 
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